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秋の訪れを感じる美しい季節となりました。読書の秋という

ことで、今回はおすすめの本を一冊紹介したいと思います。勉

強や部活動で忙しい月ではありますが、息抜きにのんびり本を

読んでみるのはいかがでしょうか。 

 

 
『解きたくなる数学』  佐藤正彦， 大島遼， 廣瀬隼也 著  岩波書店 

 僕のお勧めする本は、佐藤正彦、大島遼、廣瀬隼也著の「解きたくなる数学」という本です。この本

は、二十三問の数学についての面白い問題が紹介されている本です。その中の一問を紹介します。問、

「東京都に住む人の中で髪の毛の本数が全く同じ人が少なくとも１組いることを証明せよ。ただし東京

都の人口は約千四百万人、人の頭髪の本数は十四万本未満とする。」という問題です。結論から言うと、

この問題は少なくとも一組いることが証明できます。ここでは言いませんが。この本は数学のイメージ

が大きく変わる本だと思います。一度読んでみてはどうでしょうか。                                                             

（２年 男子） 

 
 
9 月に新しく追加された本を紹介 

書名 著者 出版社 

教養としてのデータサイエンス 北川源四郎, 竹村彰通 編 講談社 

ボーダー ：移民と難民 佐々 涼子 集英社インターナショナル 

多様性の科学 マシュー・サイド ディスカヴァー・トゥエンティワン 

空想科学読本Ⅲ 柳田 理科雄 KADOKAWA 

気候変動の真実 科学は何を語り、何を語っていないか? スティーブン・E・クーニン 日経 BP 

僕とアンモナイトの１億年冒険記 相場 大佑 イースト・プレス  

車いすテニスの革命 本條 強 山川出版社 

手で見るぼくの世界は 樫崎茜 くもん出版 

母の国、父の国 小手鞠るい さ・え・ら書房 

シタマチ・レイクサイド・ロード 濱野京子 ポプラ社 

ヘルンとセツ 田渕 久美子 NHK出版 

モノクロの夏に帰る 額賀澪 中央公論新社 

街とその不確かな壁 村上春樹 新潮社 

たゆたえども沈まず 原田マハ 幻冬舎 

ラスト・チェリー・ブロッサム：わたしの ヒロシマ キャサリン・バーキンショー 作 吉井知代子 訳 ほるぷ出版 

パップという名の犬 ジル・ルイス 作 さくまゆみこ 訳 評論社 

星を継ぐもの ジェイムズ・Ｐ・ホーガン 東京創元社 

うけいれるには クララ・デュポン=モノ 早川書房 

10月(神無月
かんなづき

、時雨
し ぐ れ

月
づき

、初霜月
はつしもづき

) 

＊＊二十四節気＊＊ 

寒露
か ん ろ

 8日 

 露が冷たく感じられる頃のことです。空気が

澄み、夜空がさえざえと月が明るむ季節です。 

霜降
そ う こ う

  24日 

 朝夕にぐっと冷え込み、霜が降りる頃です。

山野の葉が鮮やかに色づきます。 

ほんばこ  



この本はどうですか ボルヘス『砂の本』（篠田一士・訳） 集英社文庫 （中南米文学） 

 

1 集英社文庫『砂の本』には、『砂の本』『汚辱の世界史』という二つの短編集が収められている。 

（1）短編集『『砂の本』には、『他者』『ウルリーケ』など 13本の短編が収められ、その最後『（第 13番目）

が『砂の本』という短編だ。これに「後書き」が付いている。 

（2）短編集『『汚辱の世界史』には、「初版序」「一九五四年版 序」に続き短編集『『汚辱の世界史』、短編

『ばら色の街角の男』、短編集『エトセトラ』、資料一覧が収められている。 

2 短編集『砂の本』El『liblo『de『arena 

 ボルヘスは 1955 年に視力を完全に失った。『砂の本』は 1975 年に出た。「後書き」を参照すれば口述

筆記されたものと思われる。もっとも、ボルヘスの言うことだから、どこからが事実でどこからが虚構か

はわからない気がする。そう思ってしまうのが、すでにボルヘスの術中にはまっている証しかも知れない。

集英社世界文学事典の木村榮一によれば『『砂の本』は『「平明な語り口」となっていて、難解とされるボル

ヘスの作品の中でも入り口としてはよいかと思う。いくつか紹介する。 

 第 1 の『他者』は、1969 年のボルヘスが、ボストン郊外で、自分の分身＝若いボルヘス（ジュネーブ

にいる）に、時空を超えて出会う話。ボルヘスには時空を超える話がある。第3の『『会議』は、世界のす

べてを把握しようと有志が集まり『「世界会議」を開く話。そこには世界中の本を集める。だが・・ボルヘ

スには世界のすべてを知ろうとする話がある。第5の『『三十派』は初期キリスト教の異端『（架空の存在だ

ろうが）を描いてみせる。いかにもアカデミックに史料に忠実に見えてどうやら虚構らしい。第8の『『ウ

ンドル』はただ一つの「御言葉」を求める話。最後の『砂の本』は、世界に一冊しかない、「はじめもな

ければ終わりもない」謎の本の話。「わたし」はこの本を結局図書館に隠す。すべて、確かにボルヘスの

世界だ。 

3 短編集『汚辱の世界史』Historia『universal『de『la『infamia 

 詐欺師、海賊、ギャング、ガンマン、魔術師などの列伝。話題は古今東西にわたる。連続で読んでいく

と、全体として、世界は理不尽な暴力に満ちている、その中で人は単純なプライドに囚われて生き、あっ

けなく死んでいく（どのような悪辣な海賊やギャングのボスでも）、という印象を得る。主人公たちは理

不尽な境遇に生まれ、暴力に巻き込まれ、あるいはプライド故に自ら暴力の担い手となり、暴力によって

死んでいく。但し事実と虚構をおりまぜて書いてある。一例を挙げると、『『忠臣蔵』と吉良上野介が出てく

る。日本で知られている『『忠臣蔵』は、刃傷沙汰は江戸城で起き、大石主税は松山藩預かりとなって切腹

するが、ボルヘスの短編では、刃傷沙汰は赤穂城で起き、大石主税は討ち入りの日に死亡したことになっ

ている。この改変が、ボルヘスが意図的にしたものかどうかはわからない。この話が、海賊やギャングの

話の中に折り込まれていることで、中南米の読者はどのような印象を持つだろうか？ 初版の序によれ

ば、これらの習作は、1933年から1934年にかけて書かれた。ボルヘスは当時三十代で、作家として徐々

に有名になってきた頃だ。 

4 ホルヘ・ルイス・ボルヘスJorge『Luis『Borges1899～1986 

 アルゼンチン生れ。詩人、作家。日本で言えば夏目漱石クラスの、中南米では最も有名な人。1914年か

らヨーロッパで過ごす。1921 年帰国。『論議』『汚辱の世界史』『永遠の歴史』などで有名になっていく。

市立図書館に勤務、『伝奇集』を出すも戦後ペロン政権により左遷され退職。のち『アレフ』『続・審問』

を出す。ペロンが失脚すると国立国会図書館長に任命される。国民文学賞受賞、ブエノスアイレス大学文

学部教授となる。1961 年ベケットとともに国際出版社賞受賞。作品が海外でも翻訳され始める。失明し

たので詩集『他者、自身』から『陰謀者たち』までは口述筆記で創作。『砂の本』は 1975 年。(集英社世

界文学事典ほかを参照した。)   

         

（中南米の文学）フェンテス『アルテミオ・クルスの死』、ファン・ルルフォ『ペドロ・パラモ』（メキシコ）、カブリエル・ガルシア＝

マルケス『百年の孤独』『族長の秋』（コロンビア、カリブ海）、バルガス＝リョサ『緑の家』『密林の語り部』『ラ・カテドラルでの対

話』（ペルー）、アレホ・カルペンティエル『失われた足跡』（キューバ、ベネズエラ）、イザベル・アジェンデ『精霊たちの家』（チリ）、

コルタサル『追い求める男』（アルゼンチン）、ボルヘス『アレフ』（アルゼンチン）など。               R5.5.6安井 


